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シ
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平
成

２８
年
３
月

１８
日
号 

 

平
成
２７
年
度
就
業
実
績
と 

平
成
２８
年
度
へ
の
課
題 

  

平
成
２７
年
度
は
、
平
成
２６
年
度
が

赤
字
だ
っ
た
こ
と
、
前
年
よ
り
補
助
金

等
の
収
入
が
減
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
財
政
状
況
は
厳
し
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
適
正
就
業
の
観
点
か

ら
事
業
内
容
の
変
化
を
求
め
ら
れ
、
必

要
に
応
じ
派
遣
へ
の
切
り
替
え
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

２８
年
度
の
課
題
と
し
て
、
事
業
の
拡

大
、
と
り
わ
け
派
遣
事
業
の
拡
大
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
９
月
３０
日 

に
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
同
一
の
派
遣
労
働
者

を
派
遣
先
の
事
業
所
に
お
け
る
同
一
の

組
織
単
位
に
派
遣
で
き
る
期
間
は
、
３ 

年
が
限
度
と
い
う
こ
と
が
基
本
と
な
る

も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
今
回
の
改
正
で
は
、
６０
歳
以

上
の
派
遣
労
働
者
を
派
遣
す
る
場
合
、

例
外
と
し
て
期
間
制
限
が
か
か
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
会
員

を
派
遣
す
る
場
合
、
３
年
制
限
が
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
派
遣
を
行
い
や
す

く
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
う
い
っ
た
事
情
を
踏
ま
え
、
会
員

の
拡
大
、
働
き
方
の
多
様
化
に
よ
り
請

負
ま
た
は
派
遣
で
の
就
業
の
拡
大
を
図

る
こ
と
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

羽
生
市
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
に
参
加 

 

２
月
２１
日
に
開
催
さ
れ
た
、
羽
生

市
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
に
会
員
、
事
務

局
の
有
志
６
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

他
市
シ
ル
バ
ー
で
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

は
初
め
て
で
し
た
が
、
独
自
事
業
の

竹
細
工
と
手
作
り
ま
ん
じ
ゅ
う
を
販

売
し
、
Ｐ
Ｒ
の
チ
ラ
シ
も
配
布
し
ま

し
た
。 

 
そ
の
結
果
、
来
場
者
及
び
関
係
者

に
対
し
、
竹
細
工
人
形
３
個
、
ま
ん

じ
ゅ
う
約
３
５
０
個
を
販
売
し
ま
し

た
。 参

加
し
た
会
員
は
、「
他
市
と
の
交
流

事
業
と
し
て
次
回
も
参
加
し
た
い
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

 
満
足
度
調
査
の
結
果
概
要 

 

平
成
２７
年
12
月
に
シ
ル
バ
ー
満
足

度
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
民
間
８０
件
、

公
共
２０
件
に
お
願
い
し
６７
件
の
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

就
業
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
た
方
法 

シ
ル
バ
ー
の
チ
ラ
シ
等 

２
６
・
２
％ 

市
役
所 

 
 
 
 
 
 

２
３
・
１
％ 

会
員
の
紹
介 

 
 
 
 

１
６
・
９
％ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等 

 
 

３
・
１
％ 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 

３
０
・
８
％ 

・
ど
ん
な
仕
事
を
依
頼
し
た
か 

植
木
の
手
入
れ 

 
 
 

３
２
・
８
％ 

除
草 

 
 
 
 
 
 
 

２
５
・
９
％ 

家
事
援
助 

 
 
 
 
 
 

１
・
７
％ 

襖
・
障
子
等
の
張
替
え 

 

６
・
０
％ 

軽
作
業 

 
 
 
 
 
 

１
２
・
１
％ 

管
理
業
務 

 
 
 
 
 
 

５
・
２
％ 

受
付
業
務 

 
 
 
 
 
 

５
・
２
％ 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 

１
１
・
２
％ 

・
会
員
の
仕
事
ぶ
り 

満
足
し
て
い
る 

 
 
 

６
３
・
６
％ 

あ
る
程
度
満
足 

 
 
 

２
８
・
８
％ 

や
や
不
満 

 
 
 
 
 
 

４
・
５
％ 

不
満 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
・
５
％ 

わ
か
ら
な
い 

 
 
 
 
 

１
・
５
％ 

・
仕
事
の
出
来
栄
え
に
つ
い
て 

満
足
し
て
い
る 

 
 
 

６
７
・
２
％ 

あ
る
程
度
満
足 

 
 
 

２
５
・
４
％ 

や
や
不
満 

 
 
 
 
 
 

４
・
５
％ 

不
満 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
・
５
％ 

わ
か
ら
な
い 

 
 
 
 
 

１
・
５
％ 

・
就
業
時
の
服
装
に
つ
い
て 

満
足
し
て
い
る 

 
 
 

８
１
・
８
％ 

あ
る
程
度
満
足 

 
 
 

１
２
・
１
％ 

や
や
不
満 

 
 
 
 
 
 

０
・
０
％ 

不
満 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
・
０
％ 

わ
か
ら
な
い 

 
 
 
 
 

６
・
１
％ 

・
就
業
前
の
打
ち
合
わ
せ
に
つ
い
て 

満
足
し
て
い
る 

 
 
 

６
５
・
２
％ 

あ
る
程
度
満
足 

 
 
 

２
８
・
８
％ 

や
や
不
満 

 
 
 
 
 
 

０
・
０
％ 

不
満 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
・
０
％ 

わ
か
ら
な
い 

 
 
 
 
 

６
・
１
％ 

・
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
に
つ
い
て 

高
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
・
５
％ 

や
や
高
い 

 
 
 
 
 
 

７
・
５
％ 

普
通 

 
 
 
 
 
 
 

６
８
・
７
％ 

安
い 

 
 
 
 
 
 
 

１
７
・
９
％ 

わ
か
ら
な
い 

 
 
 
 
 

４
・
５
％ 

・
今
後
の
仕
事
依
頼
に
つ
い
て 

依
頼
す
る 

 
 
 
 
 

９
７
・
０
％ 

依
頼
し
な
い 

 
 
 
 
 

０
・
０
％ 

わ
か
ら
な
い 

 
 
 
 
 

３
・
０
％ 

 
 

 
 

具
体
的
な
声 

・
仕
事
の
量
、
質
と
も
に
良
い
。
感
謝

し
て
い
る
。 

・
植
木
の
手
入
れ
の
技
術
も
年
々
向
上

し
て
い
る
。 

・
安
く
て
丁
寧
。
気
持
ち
よ
く
仕
事
を

や
っ
て
も
ら
っ
た
。 

・
連
絡
、
調
整
が
ス
ム
ー
ズ
で
良
い
。 

 

（
苦
情
の
声
） 

・
い
つ
も
ぎ
り
ぎ
り
、
遅
刻
も
あ
る
。 

・
技
術
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。 

・
２
時
間
で
済
む
作
業
を
３
時
間
分
支

払
う
こ
と
に
不
満
だ
。 

 



新
会
員
紹
介 

  
次
の
方
た
ち
が
新
し
く
仲
間
に
な
り

ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
） 

一
月 金

井 

清
美 

 

引
間 

弘
政 

根
岸 

康
雄 

 
斉
藤 

裕
子 

山
中 

登 
 

二
月 

 

髙
橋 

三
治 

 

江
部 
さ
つ
き 

 

山
本 

安
信 

 

町
田 

康
成 

 
 

平
成
２８
年
度
会
費
に
つ
い
て 

  

平
成
２８
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
年
会
費
四
八
〇
〇
円
を
３
月
分

（
４
月
20
日
支
払
）
の
配
分
金
か
ら
引

き
落
と
し
ま
す
。
今
年
度
で
退
会
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
２５
日
（
金
）
ま

で
に
各
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
３
月
分
の
配
分
金
が
あ
る
方
で
連
絡

の
な
い
場
合
、
平
成
２８
年
度
分
の
会
費

が
自
動
引
落
し
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。） 

 

な
お
、
３
月
分
の
配
分
金
か
ら
引
き

落
と
せ
な
か
っ
た
方
に
は
、
後
日
、
改

め
て
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

定
時
総
会
の
お
知
ら
せ 

 

秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

平
成
２８
年
度
定
時
総
会
の
日
程
が
決

ま
り
ま
し
た
。
予
定
し
て
お
い
て
下
さ

い
。 

日
時 

６
月
２２
日
（
水
）
午
後
２
時
～ 

場
所 

じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー 

４
階 

 

親
睦
会
総
会 

 
 

日
時 

４
月
４
日
（
月
） 

 
 
 

午
後
1
時
30
分
～ 

場
所 

福
祉
女
性
会
館 

集
会
室 

親
睦
会
入
会
申
込
み
・集
金 

日
時 

４
月
４
日
（
月
） 

 
 
 

総
会
終
了
後 

 
 
 

４
月
１０
日
（
日
） 

 
 
 

午
前
１０
時
～
午
後
３
時 

場
所 

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス 

お
も
て
な
し
教
室 

 

シ
バ
ザ
ク
ラ
就
業
者
・
出
店
従
事
者
の

方
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。 

日
時 

３
月
２５
日
（
金
） 

午
前
10
時
～ 

場
所 
福
祉
女
性
会
館 

集
会
室 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

日
時 

３
月
２５
日
（
金
） 

 
 
 

午
前
１０
時
３０
分
～ 

場
所 

福
祉
女
性
会
館 

集
会
室 

 
 
 

※
お
も
て
な
し
教
室
に
引
き
続 

 
 
 
 

き
行
い
ま
す
。 

農
園
班
が
腐
葉
土
を
販
売 

日
時 

４
月
１５
日
（
金
）
９
時
～
１１
時 

場
所 

福
祉
女
性
会
館 

無
人
野
菜
販
売
所
横 

内
容 

一
袋
（
約
１０
㎏
）
三
百
円 

１０
袋
以
上
配
達
無
料 

 

お
墓
の
除
草
・
空
き
家
見
守
り
が 

ふ
る
さ
と
納
税
商
品
メ
ニ
ュ
ー
に 

４
月
か
ら
秩
父
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
お
礼
メ
ニ
ュ
ー
に
お
墓
の
除
草

と
空
き
家
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
が
加
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら

肉
な
ど
の
商
品
の
ほ
か
に
、
ふ
る
さ

と
を
離
れ
た
当
市
出
身
者
が
地
元
の

家
や
家
族
に
思
い
を
寄
せ
る
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
考
案
し
た
の
が
、
こ
の
２

つ
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て

も
、
定
款
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
地

域
社
会
づ
く
り
と
の
連
携
に
合
致
す

る
も
の
と
し
て
お
受
け
す
る
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。 

 

会
員
だ
よ
り 

秩
父
地
方
の
城
跡
を
巡
って 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
林 

靖
男 

最
近
、
国
内
外
を
問
わ
ず
城
ブ
ー

ム
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
全
国
の
城

巡
り
も
で
き
な
い
の
で
、
秩
父
地
方

の
城
跡
を
歩
い
て
み
た
。
今
回
は
、

横
瀬
町
・
根
古
屋
城
址
か
ら
紹
介
し

た
い
。 

根
古
屋
城
址
は
国
道
二
九
九
号
・

札
所
八
番
の
入
口
か
ら
入
り
、
最
初

の
四
つ
角
を
左
折
す
る
と
城
址
遊
歩

道
西
口
が
す
ぐ
そ
こ
だ
。
民
家
の
脇

を
通
り
細
道
を
登
る
と
数
分
で
城
址

西
端
に
到
着
す
る
。
居
館
跡
と
言
わ

れ
る
廓
は
標
高
三
一
〇
ｍ
の
屋
根
上

に
造
ら
れ
た
も
の
で
西
廓
と
い
う
。

西
廓
の
南
西
斜
面
に
は
一
六
〇
ｍ
に

亘
っ
て
溝
掘
が
築
か
れ
て
い
る
。
西

廓
か
ら
標
高
差
五
〇
ｍ
程
登
る
と
山

頂
の
廓
だ
。
途
中
の
尾
根
道
に
は
二

か
所
の
堀
切
が
あ
る
。
山
頂
か
ら
の

眺
望
は
す
ば
ら
し
い
。 

 

山
頂
の
廓
か
ら
北
へ
少
し
下
っ
た

所
に
も
長
さ
九
〇
ｍ
程
の
廓
が
あ
り

根
古
屋
城
址
の
規
模
は
想
像
以
上
に

広
い
。
せ
っ
か
く
根
古
屋
に
来
た
の

で
遊
歩
道
に
西
口
か
ら
程
近
い
武
甲

山
里
宮
と
古
井
戸
を
見
て
い
こ
う
。 

こ
の
古
井
戸
は
県
指
定
旧
跡
で

「
秩
父
絹
発
祥
の
地
・
城
谷
沢
の
井
」

と
呼
ば
れ
、
当
時
染
色
に
使
用
し
た

井
戸
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地

元
に
は
し
ゅ
ん
太
郎
と
か
つ
ら
の
悲

恋
物
語
（
桂
淵
の
由
来
）
の
伝
承
や

け
ん
む
し
坂
、
早
道
場
、
三
貫
目
、

要
害
沢
、
城
谷
な
ど
の
地
名
も
残
る
。 

さ
て
、
根
古
屋
城
主
・
阿
佐
美
伊

賀
守
慶
延
は
在
城
時
（
一
五
七
〇
年

前
後
）
織
物
を
奨
励
し
、
根
古
屋
絹

を
広
め
た
り
、
煙
火
を
改
良
し
、
横

瀬
花
火
を
造
る
な
ど
地
域
産
業
に
貢

献
し
た
と
い
う
。
阿
佐
美
氏
の
子
・

左
馬
之
助
は
皆
野
町
日
野
沢
に
隠
棲

し
、
そ
の
後
、
郷
士
と
な
り
子
孫
は

代
々
、
下
日
野
沢
村
の
名
主
を
務
め

た
と
い
う
。 

現
在
、
下
日
野
沢
に
、
町
指
定
史

跡
（
阿
佐
美
氏
館
跡
）
が
あ
る
。
こ

こ
に
は
高
さ
三
間
程
の
立
派
な
、
石

垣
が
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

ぜ
ひ
見
て
み
た
い
。
ま
た
、
札
所
三 

十
四
番
水
潜
寺
の
中
興
開
基
は
阿
佐

美
伊
賀
守
慶
延
で
あ
る
。 



 

 


